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8.25受理

接触軽のハエ幼虫に対する効力を比較するにはいろいろな条件における試写負方法を併用す

ることが必要<あるが,'先ずその一団を示す生物試験法としてセンチ=クバエ3令幼虫を

用いた安定な試験方法を考案しこれによって各犀の殺虫剤の効力を求めたOその結果,少

くともセ>'チニクバ エの成熟幼虫に対する接触試験法においては Iindaneの効力が著し

･く大きく,又, 0-dichlorobenzeneはI.Dl50は小さいが殺虫能力が比較的大書いこ

と.又 DDTの効力が低いことなど知った｡

-工は7Tf朝な衛生!.与虫であ(),その駆除は我が国の

公衆駅L三の見地から大きな開祖になづているにもかゝ

わらず,その対弟‡のうち大きな比jTtをしめる幼虫駆除

の研究は著しく不十か ごあるO-エの幼虫は一般に成

山に此校して罪刑に対する祇抗が大きく,叉そゐ駄臥

する環境が班池,ごみためなど物理的にも化学的にも

枚雑な組成をiT:しているため,基剤による即F,缶は従来

大きな成-37ミをあげ紹なかった｡一万,-エ幼虫に対す

る薬剤の効力試験た適切な方法が見川されていないこ

とは,冬柾のいわゆる設机剤の効力評征に紛糾を招い

ている状態であるO

雑著らはこの数年来,莱剤による-エ幼虫駆除法の

学問的椛立をめざして,先ず適切な試験法を'j=め,こ

れによって諸種薬剤の効力を比柁検討し,田に年軽?

条件下における弟剤の効力を求めるなど,非晩的な三三

内災験からヲi地に近い野外宍験に煎るまで,Lに婚なJJJ

野に研究をm_ねてきた.これらは現在なお宍施小であ

るが,とt)あえずその-Ji;-r'を稚LL'･する｡

1 接触毒の試験法

供試昆虫 既'iP泊勺な供試Et=出として,セyチエクバ

エ Sarcophaga♪eyegrLnaT{Obineau-Dcsvoidyの

3令劫火を用いた9これは1931iF･弘 光jJL･:都汚区の

伝研所内で托耽同',ilした-肘よL)昇り亡飼育Illのスクム

で,_LL皿 的には抑ト の系統とみなuEIるO成虫は

30cmx:iOcmxニ30cmの金網誰の小で5,03秒批水を

与えてG･桁 し,幼虫の桝としては.ど.U肉をJTJいたが,殺
虫試験1,特許幼虫は可及的F'''J-諾.刑 のものが_tnましいの

*三井化!l',エ米株式仝吐よ7)の派3TTl研究止o

で,その飼育は柑 こ仁茨mに管理した.すなわち,.r.T.3ri:]

挽肉 100frをmHf:9cm,高さ 6cmのシャ-レにと

り,成出飼育椎に数相川放托 して産TI･せ しめた筏,

2SoCの卯紺T雌 に移し,24時FLり後小分けして,lンヤ

ーレ的 200Ln:のtLLrl粍腔にしてL変に4t;咋fli】嗣子fした

ものをiJt,:試した｡この幼虫は3分になってから,17･ト

43時flLTIl縫出したことになる.

試 験 方 法

虫として茄剤の接触t諒としての作用を試験するn的

で,次のような粥放tlt1-;を考案し,これを-応手tE者の研

究壬における脚r王試頭yJ:と定めた (これをモミガラ滋

も7-法と名づけている)O内在 9cm,高さ 6cmのシャ

-レに,モミガラ2gとWr定濃鑑に水で和駅した貴液

20ccを入れ, よく投押しで卜分にモミガラを菜液で

湿潤せしめてシャーレの底に平にならし,これに幼iJi

25匹を放ち,和.lJuFyして幼虫の逃亡をFJJ'JI･.し, llrJ～

iZSoCにて24時mf,-i:Uモした役,火況して別のシャーレ

に移し -Ai-に.I-'川fiTlu陀訟せしめて:11lJCを'F'･JJ5]rjした｡

IL1三兆の把別はピソセットの光で山作を刺映し,†'川:比

応を方ささないもののみを妃としたが, 琵PJf後2)･川抑 J

荘過せしめてあるので,_Il三兆はかな()判gE;としていて,

鑑別は比較的辞易であった｡このyi敬を4r萱1以上くり

かえし i3%試昆虫を1郡1001些以.UlJいるのを原則と

した｡

試 顔法の種討

セyチ.=クバェ3令幼虫を挺-輝的な供託虫にえらん

だのは,1)任地に発生する代=ii-的な--である0 2)

9iTf･'dミrJlJtGr･I帯が可能11つ容易であるO3)基剤に対す

る机IIL'が他の和深のハエの3介助EIJ=.比較して大きい .

4)州小が此蛇的人きく災験拭作が辞易である｡ など
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の矧山によっている.

1)については,代衣的な-エ成虫としては,しば

しばイエJl'ェが殺虫試験に供されているが,幼虫駆除

を目的とした場合に,波板任所に普通に発生する軽質

の小から仇試虫をえらぷことも大きな意義があると考

える02)1こついては,特に幼虫の桝として組成が比

蛇的-ulしており.H.つ入手ないし保存の容易な馬肉を

川いnる利点がある｡3)に関連して,第1尖に,オ

ウクt'̂ 'ェ CaZliL'horavoml10n-aL.,イエ,.'ェ

M LLSCadomestl'caIi.の各3令幼虫とセ./チニクバェ

Table]･ _Comparisonoftheresistance
of 小e 3rd instar larvae among three
specicsoL丘ies forlindaneemulsion.

D三Inugiii:ti;::mLspa:,ceogA,:',:al:oa:,:'lPoh,:aldoT,ZeL三LCZca

.'l令幼山の Iiridaneに対する抵抗力の比較を戻した｡

オウクt,バェは伝研構内で採残した2在の雌成虫に産

別･lせしめ,.t.E3肉を餌として飼育したもの,イェバェは

lI_.IJ朗.榊 粉'Jミ(オリェソタル酵母工雫臨式会社靭 Mc,

r')と7スマを幼虫の即として突放室内で賂fC飼育 し

たもので,これによれば,センチニク,.'ェの抵抗力は,

それぞれオウクp-.エ,イ 工,,.エに対 し,LD-50で約

2-.･7及び的30倍を戻しており, 著しく抵抗が大きい｡

な.J･ol更に各位祝の-エによる抵抗の比較については現

在突放中である｡4)については論ずるまでもないが,

セソ≠ニク,,'ェの2令 ･3令幼虫の菜剤に対する抵抗

力を此校した結果は筋2尖の如くであり,2令幼虫は,

3令幼虫に比べてかなり弱く,3令幼虫で!ま,脱段直

後と,2日後のものとのあいだに明らかな益はみられ

ないが,更に成熟した蜘化TEi前のものには若干拭抗が

強くなるのが認められる｡

Table2. Comparisonoftheresistance
amongstagesoflavaeofSaycoAhagateyeg-
rinaforlindaneemulsion.

次に,試験法については;比較的芯地蛇の椛駅洗城

中に-エ幼虫を放ち,致死時ru】の長短によって効朋を

判定する方法が従来しば しば行われていたが,'この拭

厳法においては,●致死までに比較的長嶋JEj怜卦 j-る米

剤の効力が過少に評価され易く,叉溶剤や乳化剤の劫

火が過大に評価される恐れがある.

これらの点を考厳しで,聾者らは,なるべく災際の

条件に近い益城の下で菜剤の効力を比較するために,

モミガラ浸訳英剤上で24時間接触後の班蛇-致妃準の

関係を求めた｡各班姥の lindane和釈放にセンチ･--

ク,:ェ3令幼虫を24時間抜放せしめ,そのだf筏,礼

72,ユ20時rLi]後に生死及び姉化数を判近したわ邪を約

3衣に示す｡これによれば,致死率は接触終了lf1-校に

比較的拓く,2胡抑 俊に減少して以後時m】の鑑泊とと

Tablo3. Mortalityof3rdinstarlarvaeofSarcobhagapeTegrinadippedinlindaneemulsi()n.

1i(i
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もに,徐々に_l･.舛するWl向がみられる.Ttl後の四iJL死
牢がIJi死状倍の幼山を死亡とari記すろことに上るのは

いうまでもないが,叩リミこのP.'J'･･JF.qのLE汐t:の判別は常し

く剛難である｡nrに.時ll'T)の統凪 こ上る対.q･:(区の妃山

数の増加,及び如化出数の増加などを考E･iT.して,一応

24時m後をflT即言の判'ii1時糊に'i!めた｡なお,劫血糊の

英和接触のfuT7化や羽化におよはす形相については稿を

革めてWL告する.

･モミガラを用いる試験法に於ては,幼虫を英液に厄

辞滋訳するのと典って,英液を附茄したモミガラ上を

幼虫が歩行することになるため,水環による溺死の危

険が少く,叉比較的射 出の環艶に近いと考えられる｡

この試験法によって各校の菜剤の効力を此校した切

介の対.qTi区 (無処現区)の死亡は,72阿,＼総計1800

匹に対してほかに2阿 (各ユ四づつ)計2四 (O.11%)

にすぎなかった｡

又,;この試験法に よる弟R･致死率曲税から J31iss

の方法によって同相方程式を淡め,これと観Intl胴との

関の適合性に関する が 純険を行った粍架では硯測llfi

と同局市税は抽tlI誤丑の箱田内で一致 しているとみな

しうるo従って,この粥験比はその田においてもお l

むね満足すべきものと考える｡

ⅠⅠ 昆鍾環剤の効力

Screenlngtest

殺虫剤をゴミとする年托茄剤で,入手 し手!,きた28位に

つきscreeningtestを試みたoすなわち班別に対 し

て 1,000倍及び 10,0001'-A:のLJ和釈段階につき,モミ

ガラ荘ii'lf･法にffk.じ;これを2阿くりかえして平均致死.

牢を求めた｡佐川基剤のうち,水手持順 列,乳瓢 水

3-11剤形態のものはそのま 水ゝで稀釈し,水に不frLiの弟

剤は和楓沖範∈(主としてキシT7-ル), 乳化剤 (a;と

して｡-1･帥)を加えて乳剤を調難し,.水で稀釈して

拭験に供した,この方法によれば,1,000倍Wni･研段階

で致死率の防いものは効力が少く,ユ0,000倍稀釈段階

でもなお苗致死率を,71;すものは一応共用上有望なもの

と考えて益支えないと思う｡

拭験結果は茄4-2壬に武 してある｡これによれば,

10,0001'･吉和駅で 50,'o/以上の致死率を戻す ものは

p･lmthl'on･fo.lidolなどの有機鍔放エステル累投iZi

刑と,chlordane/,;lldrin,dieldrin などのテルペ

ン罪㍍分丁･iJii謝 ヒ介物と 1indane,rotcnoneであ?

た｡このうち pLlmthi()n,folidolは人跡 こ対する毒

性が大きいため,防淀川ないし衛生用の使用はむづか

しいと.tU.われる｡その他lcthane,pyrethrins,DNl

111, 0-(lich!orohenzcne,heptachlor,malathion,

TEPPなどにある相性の効力がみられた反面 r)DT,

PCP,PhenothitlZine,7)O,ar;1miteなどは殆んど

節 lrI 懲-IV

効力が認められなかった｡なお cthy】cnc(li一)romide,

trichlorocthylcne などのPt槻-I,ゲン化L)tLヒ水誠は,

我が同でHt･近川いられている投机刑の成分の一つであ

るが何れもさほどの助力は見られない.

Table4. 1%esllltsofthescreeningtests

forlarvaeofSarco♪71agaL,eregyz.na.

Dilution
from active
ingredients
1,000110.000

Phenothiazine

Lethane

Rotenone

Pyre.thrins .

Allethrin

DN-111

Semicarbazide

PCP

PCp-Cu

♪-DiChlorohenzene

o-Dichlorohenzene

Ethylenedibromi(

Tricわlor()ethylene
D-D Mixture

DDT

Lindane

Chlordane

Dieldrin

Aldrin

iIeptachlor

αIαI-
Dichlorocnmphor

Parathion

FolidoI

Malathion

TEPP

1083

^mmite

N.lPhthylo-ch)on'de

5% Emulsion

Emulsion

lO% Emulsion

1% Emulsion

1/Oo/Emulsion

15% Emulsion

Watersolution

5% Emulsion

5% Emulsion

lO% Emulsion

l0% Emulsion

20/oQ/Emlllsion

20% Emulsion

lO% EmulsioT1

30% Emulsion

lO%Emulsion

50% Emulsion

23% Emulsion

24% Emulsion

20%_Emulsion

lo浮 Emulsion

47% Emulsion

47% Emu一sion

50% Emulsion

lVatersolution

lVatcrsollltion

lr),0./lVctt:ll)lc
poWder

Emlllsion

0%

37.15

52.5

12.5

4

5~

0
0
0
0

0

4

0
0
0
92

68

(;8

78

30

5

0

nU
0

T71
3

0I
J

O

0

0

nU
4

7

1

1

1

LO

∧U
0

O4
り一

〇■け

0

∧U

ユ

l

托窃取剤の有効殺虫講座の比較

Screeningtestの紬累より穴川上有望と考えられ

る lin中りe,Chlordane,aldrin,dieldrinの4薬剤

及び 代表的投姐剤 として広 く用い られてい る

0-dichlorobenzcneに DDT を加えた合計 6種族の

畏剤のそれぞれ市販乳剤及び当研究室で調製 した蛭準

乳剤 (薬剤 :10,キyロール:50.I,-ト油 :40)に

ついて,有効設虫漬既を比較検討したO

各乳剤は,予備宍紋の知見にもとづいて,それぞれ

117
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退当な波野 こ水で托訳し.即 釦で即料こつきモミガ･}

浸班法で 正～11rrlIのくL)かえしワ!野矢を行った,I.'.JJ.]咋

処理対.Fi区として,.訳液の代りに水を川いたが,'F)TJi,B

の如く,その政経7料蛸 rんど0,00'であった,

争葦剤の恭'址ナなj)も和訳机数と平均即 E率 (,a.I)

の関係をjT.A+と郡i'7兆の如くである,awl-(を 叫 000

倍稀釈泣蛇を榊 II1.としてその対数LYに,5秒ヒ率 (形)

をブ.,ビットYにおきかえで,ノ川ssの書誌一致死率

曲税一次変換の計37:方法を適用しその回,W直視方程式

Y-5;+b(X-x-)を求め,あわせてこれと観測伯との

mlの適地 に関する が 試験を行った稚果及び 夕,そ

の分散を炎,-jtすると約6炎の如くである｡ここで'x-

は紫誼の対数の加市平均 y-はプロピッ1.におきかえた

rl.死率の加耶平均で阿栢市税の位椛をあらわす桁数,

bは阿浦市税の依斜をあらわす桁数である｡ が拭欧の

p,桝 ま50% 0-rlichloroT,enzene乳剤を除く他はい

ずれも0.0.-)よL)大きい｡i')0,olo' 0-d王chlorohenzcne

乳剤については,卿 こ枚討の余地があると思う｡

なお,御iihl.こ基氏の対数,催柵 こTV.柁率のプロビッ

トをとって,これ ら国昭内払主群を図示したものが,

ml図である｡

.w
ortatity
in
P
ro
b
its

r)0.Sageinlogarithms

Fig･l･ Dosage-morhlityregression
linesoflarl,aeOfSarcoL)hagaL)ercgnna
forseveralinsecticides.A,10%lindane

emulsion-A;13,10% lindaneemulsion-

1i;C,10,09'lindaneemulsion(standard);

T)IIO,QQ'BHCenIulsion;E,10% 0-dich-
lorobenzeneemulsion(standard)F,5O%

oID王chlor()I)enzene emulsi(,n.; G,2110'
.ll(lrin emllls)'on; H,173% dieldrin.

eムlulsi(m;I.T70ク.'chlor(hnCemulsion;

T,10% 7)r)Tcn川l･qion (st･lnrhr(I);】て,
30,% Dr)Tcmlllsi()n.

かくして守'.Iた州 て打亡柑-JjFJ!式から丹荘刑の効L)JIF,･数

として LT)-T'0, T.T)-｡!J及び殺il此 串を許,ifした結

果を机7才i･に)T:した,

f:jY71炎の LT)-.-JO,すなわちT･070'致死茄Tltについて

比較してみると l)'ndancがJLl'･も和効で,大略 <20,000

倍稀釈濃度で半数致死を荊しているが,Tl･'Jじく llHC

TtLble7. ToxicityoEscl･Cmlin.qccticJ'(lps
loJarl･.lC･ofSarco♪FLE7gt71)prCgrZlln.

でありながら,)′一作以外の異性体を多量に合有する粗′
昏苫nIIC をT,q(料とした 10% BHC 乳剤は 10%

lin°.lne乳剤の約 1/2の効力で終っているのが注.El

される｡もっともこの弼薬剤は桁剤や乳化剤の種類,I

組成を三相こするため,この効力の差をそのま｣他の異

肘 イこの存在に和することはできない.因みに,特殊な

乳化剤を耽介して投出効力を高めてあると称する市販

の 10% ユin(hne乳剤 (妨7未 申 10% 1王ndane

emlllsion-Ti)は,他の-TIE,r坂乳剤及び標準乳剤 (筋7表

中 lo,cc'lindanccmlll.qi-)n-A 及び 1.0% lindane

emulsion(st.ln(tar(1))と比較して効力に翫著な差は

認められなかった｡

Chlordane,.lldrin,dicldrin などの昂簸-ロヂ

1/化脱化水菜系殺虫剤は,解任HL=虫に対 して lindane

にまさる殺虫力を布する書剤として注_F7されているが,

-エ幼虫に対しては lindaneの 1/2-1/4 の効力に

とどまっているo現在,我が男のrLrf収設肌剤の三‡ミ成分

である O-dichlorobenzeneは,linLhncに比校 して

1/20-1/30の効果に過ぎない｡T)nT は lin(hncの

】/1.00-I/200 校蛇であり的んt'効1王はないものと増

えられる｡

比 1:,T.T)-.'10 に於で荊刑D効力をl･LJ托しJl.=が,リi

mのi叶ctは LT)-91Jすなわち対炊昆山のY.LTんIと全部を

殺す炎比に於て比柁した')}'が当を1LrJていると5g･えられ

る｡肝 炎･のLT)-O'Jの数什ごみると,やはt)1)'ndnne

が巌もすぐれているが,省三弘7.11によt)かなt)の数r!在の

変動があらわれている｡chlordane,aldrjn,dieldrin

の Ll)-99は lindaneの 1/10-1/20 と急汲に位下

しており逆に 0-dichlorobenzeneはlindaneの1/10

-]/20とTlf上昇を示しでいる. これは附らかに薬

剤の特性を示すもので,妨7夫に示した如く,殺虫能

率,すなわち回同前悦の方向係数あの解が O-dichl0-
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rohcnzcneはとびぬけて大きく,chlordane罪紙の

耗剤は著しく小さいことによる｡このように,方向係 .

数のlJI.fが数剤の効力に大きく作用するので'LD-50に

ついての比較では不完全で,殺虫能率を加映したLD-

!Ji)についての比較で,薬剤効力の比較がなさるべき

ものと思 う｡前述のようl与LD-99につい,ては,

ユin(lanc'が位も有効であり O-dichlorobenzene及び .

chl'mlane系の薬剤が lindaneの 1/10-1/20程度

の効九 DDT は lindaムeの 】/100-1/400程度の

効力にすぎない.

しかし乍ら,これらの結果は,センチニク,(ェの成

熟幼山に対する接触試験法という,限られた条件下で

和られたものであって,他の種頓の-手劫虫,或いは

･2;-令助山に対する薬剤の効力については別間抱であり,

叉g!地の効力については,柑 こ-エ幼虫の砂合各校の

凹手がffjflするために広範な野外実験が必要なことは

いうまでもないことである｡

JII 総 括

1) セ ンチ ニ クバェ 申ycoEhaga Pcreg,ipa

Robineau-I)esvoidy3令幼虫を培準供試昆虫と定め,

シャーレ中に稀釈薬液とモミガラを入れて幼虫を放ち,

2胡Srul茄剤に接触せしめ,更に24.時間後に生死を判別

するという試験法を考案し,且つこれを検討した.

L') この方法によって Iindaneその他?菜剤につ

き薬比一致死率国府直税方程式を求め観測値との問の

適合比に関する x2試政を行った結果,これらは約ん

どすべての場合に抽山誤益の範囲内で一致するのを認

めた｡

3) 殺虫剤を主とする薬剤28校矧 こ対 し,モミガラ

斑的比に準 じて screeningtestを行った結果,

pIlrathion,folido1,1indane,chlordane,aldrin,

(Iicldrin,rotenone に著しい殺虫力がみられ,十方

川 )T,1'CP,ethylenedibromide,trichloroe払y-

1cnc,phcnothiazine,DD,aramiteは,効力が少

いことが認められた.' ′′

4) Lindame, chlordane, aldrin, dieldrin,

DDT,.0-dichlorobenzeneの6薬剤,ユ1重唱品につき.

モミガラga-1法によ8-各班皮に対する致死率を求め,

これから Blissの方法に従ってLD-50,LD-99,衣

び殺虫能率を求めた｡ ･

5) その結果 lindaneが最も効力が大きく,LD-I

50的写0,000倍,LD-99約 4,000-8,000倍の稀釈

桂皮であり,chlordane系統の薬剤は lindaneと比

較 して,LD-50で J./2-1/4,LD-99で 1/10-1/20

程度の効力であった｡

6) 0-Dichlorobenzene･は1inda'neと.比較しLD-

50で 1/20-1/30,LD-99で 1/10｣1/20程姥であ

平0
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t),殺虫能率が著しく高い特質を持つことを知った｡

又 r)I)T の効力は lindaneと比較して,LD-缶Oで

1/100-1/200,LD-99で 1/100-1/400と, 前記今

築剤に比較して著しく効力が低いことを知った｡

この研究を行うに当って終始排 旨前脚苧錘稔を賜った

当研究芸主任佐々学助致控,軽 御々助言を賜った林滋

生博士,加納六郎陸士,佐藤孝愚民,更に失晩を抱当

していた i'いた松永秀子姪はじめ御城カをいたirいた

研究室の各位にllIjく感謝の志を式する次肝C･-ある｡5(,

宍験に当り,抵 々御班宜をはかられた≡#化学工=X株

式会社技術部長安田三郎氏,研究部長牧見地蹄はじめ

関係各位に岸く御礼申し上げる.

問,本研究質の一部は文部省科学研究野に仰いだ.

銘記し{.謝意を表する.
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Resumさ

1) A bioassay method forcont.letPoison

againstfully-gro､vn丹y larvae lVaSdevised.

Third instarlarvaeofSarcoL)hL7ga i)Cregrina

Robincau-Desvoidywereadoptedasthestandard

insects.Themixtureof2g ofrice-hllSkand

20ccoflVateremulsionofchemicalslVaSprepared

inapetridishof9cm indiameterand Gcm in

height,inlVhich25individualsofthelarvae

weretransferredbyaplnCette.Thedishwas

coveredlVithapleCeOfclothandkeptin25oC

to280C for24hol】rS.ThenthelarvaelVere

lVaShed by lVaterand trallSferred il1another

petridish.Theresultswere ohscrved after

keepizlgthem in25oCto28oCfor24hours,So

as the distinction between dead and alive

specimenstobeveryclear･

L2) By theresdltsof.screening.testsof28
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insecticidesbythe.mctht)d.p.lr;tthion,folidol,

lindane,ehlord.lnC.nldrin,dicldrinandrotcnone

werefoundtolIehighlycfrectiye..lnd I)r)T.
pentachlorophcnol,cthylcnedjTJrOmidc,cthy】cnc

trichloride. r)1)･mixturc .ln【1 ;一ramite h.ld

comp;lr;ltivelylowere恥C【5.

3) Afewoftheahol･einsぐCLicideSWereteSted

inquantitativeterms.I.T)-T10andLD-99were

presented asfollows: lindane占a.20,03Oand

3,GOOto7,000,aldrin8,6S9and360,chlordane

6,093and145,dieldrin5,521and299,0-dichloro-

benzcncCIL.700andc.I.330,DDT Ti3 to･llTTJ

andlLllo44.

4) Among thesechemicals tcstcd,1indane

lV.lSthemosteffective,andDDTseemedtohe

lessso.thotlgh th]'susually hasconsiderable

eLrcctsinothercases.oIDichlorobenzene,which

iscommonly used in thepresent-dayJapanas

theflylarvieides,hadチ COmParativelyhigh

regressioncoefficient,andthereforegaveah汝h

insecticidalefficacy,tl10ugh itsmedianlethal

concentrationrankedbetlVeenlindaneandDDT.

Biochemi calChangesofSweetPotatoTndtlCedbyTreatmentofOrganophosphortlS

Insecticides.IIis.1yOShi Kr)IKT:and Chojiro To}llẑlV̂ (Division of Agricultural

Chemicals, Section of Plant Pathology and Entomology. National lnst王tute of

AgriculturalSc王ences,Nishigahara,Tokyo)ReceivedSept.3.1954.BolytL-KagahTL19,

1.21,1934(lVithEnglishresurnさL)6)

21 有機燐剤の甘藷に及ぼす生理化学的影響 小池久苅･'.I:(沢穴次郎 (B林省毘難技術W･究折

柄理昆虫印 段文科)29.9.3受理

有拷燐剤処理した場合の植物体内<の生理化学的変化は実習使用国よ り,又.'SysLeI〝2'c

cctl'oが との閑樹よりも雷雲な問題<ある｡ こ▲<は parathiot),TEPP,stllfo-

TEPP の甘藷薫の数可成分合丘及び酎繋活性に及ぼす影響を調べた｡

有院燐剤は一般に的桝 木内に浸入L易い特性を-1J-し

その或物は国透殺虫剤として使用さ.iLるo従ってその

棺御こ対する繋告的影野は宍際蚊用両より,又一万1i

枚舜剤の 'System;Caction' との関都よりも究nJlさ

れねばならない開花である.

先に報告 した様に1) parathion が ･'Syste"2''c

cctlon' を戻す場合に琵琶的影野を伴ふ耶穴は,こ

の様な非拭極的な xSystemicacEion'を訳す弗剤で

はその臨凹としてnJ把 lJFtJ影許の関与する叫が大きい郡

を考え.させる｡この様な場合,琵琶告としては形態的な

徴供の外に,それに当主る過程と考-られる枝物作内に

起された生射 ヒ学的変化に考えを及ぼす必要がある.

土の様な立切かう,本掛 こ於ては前校燐剤を甘藷に

比布した場合の生理化学的な変化を氾兜した｡

f...7,本研究に際L sulfo-TEi,p 入=7･･の労をとら

れた先業技術研究所8,3薬科tLl村治国技官に詑訓の恋を

衣する｡

突 放

(A)◆茄 剤

その和貰17似H波姥は第1末の通りである｡2.41Dは

比枝村.打:lの:C蛇で用ひた.又薬剤稀釈に当っては'

TritonX-1OOの1万倍稀釈液を用ひた｡

TableI. Conccntmtionsofor,gano-
phosphorusin■secticidesusedintreatment.

chemimls ;…tniCveentirnai慧 ;e三㍍

P;lr;lthion(Folidol,46.6,形) 1.･2000
TEl-P (40,00/) 1:2000
SulfoITEPP(25%)** 1:20OO

2,4-D (Na-salt) 1:10000

半dilutedwith0.01%TritonX-100soltltion.

*辛Tetraetllylditlliopyrol)】105phこIte.

(B) 供紺哨勿及び処理方班

1rf粥は充分に成熟した防火IIL;rJを川ひ,1区1/4坪.

約4秋とした｡三野別土廿I;H喋が充分m.JLろ群蛇に切'B

-?1Ltを川ひて1)'R布した｡

(C) 粥料調封紙

甘藷狂は処即 .fi･から-,jii時附屈に採取 し,韮柄を由

去 した後新鮮雷 1g当り ユ0mi.の割合で蒸潜水を加

へ WaringblenderでcI,分間 homogenizeした後

ガーゼ二枚で『過 して用いた｡

(D) 各種成分の定足

こ でゝは無放隣,還元楓 照糖,水分について定丑

を行ったっその方法は次の通りである｡

(i) 無機瞬 ･'上記 homogenate一定丑に倍丑の
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